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研究の意義

 日常のあらゆる現象に潜む要因を探究する。

 その要因を日常に活用する仕組みを作ることで、
生活の質が高まる。

ex) 自分の研究テーマに照らし合わせると・・・

学力や人間性が高い人に共通する要因を探り、そ
の要因が鍛えられるような指導法を子供に提供
する。
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統計は何のためにあるのか

 限られたサンプルから得られた結果が、母集団
全体にも当てはまるかどうかを統計で探る。

→有限のデータから普遍性を見いだせる。
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心理統計の基礎・概要①

 観測変数（observed variable）
→客観的に測定できる変数

ex) 勉強時間、テストの点数など

 潜在変数（latent variable）
→客観的に測定できない変数

ex) 理系的能力・文系的能力など
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心理統計の基礎・概要②

 データとして得られる観測変数からどれだけ正
確に潜在変数をとらえることができるかが重要

（浦上・脇田,2008）
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心理統計の基礎・概要③

 尺度水準の種類

①比率尺度・・・順序＆等間隔＆原点

②間隔尺度・・・順位＆等間隔

③順序尺度・・・順位のみ

④名義尺度・・・質的な差異

※「測定方法－尺度測定－分析方法」は連動して
いる
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心理統計の基礎・概要④

 信頼性と妥当性

①信頼性・・・再検査信頼性、内部一貫性（α係数
折半法）

②妥当性・・・内容的妥当性、構成概念妥当性など



心理統計の基礎・概要⑤

 平均系の分析と相関系の分析

①平均系・・・平均値を用いて行う検定

ex) t検定、分散分析など

②相関系・・・指標間の関係をもとに行う検定

ex)相関係数、偏相関係数、因子分析、重回帰分

析、共分散構造分析など
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因子分析とは①

 観測変数（項目）を使って、その背後にある潜在
変数を追求し、数値化する手法。

 全て量的なデータを扱う。

理系的能力理系的能力ではな
いもの

（浦上・脇田,2008）



因子分析とは②

 研究者が考える「操作的定義」に該当する項目
を作成する。
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（浦上・脇田,2008）



因子分析とは③

 探索的因子分析

→特に明確な仮説や理論的基盤を持たずに、観
測変数に影響を及ぼす因子を探索的に求めよう
とする

 検証的因子分析

→既に何らかの手段によって得られた知見から、
因子とそれらに影響を受ける観測変数、さらに
因子間の関係などを検証的に分析する12



因子分析とは④

 因子と項目の関係

13 （浦上・脇田,2008）



因子分析とは⑤

 なぜ「見えない」因子の構造が把握できるか？

→因子分析においては、各項目への回答は、因子
に影響を受けて決定されるという前提がある。

cf)因子負荷量、因子パターン
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SPSSによる因子分析の流れ

①因子分析の前に各項目のチェック

‐天井効果（平均＋SD）

‐フロア効果（平均－SD）

②初回の因子分析

→固有値やスクリープロットを見て、因子数を決定

③2回目以降の因子分析（回転を行う）

‐下位尺度間が相互に独立と仮定する場合→直交回転

‐下位尺度間が相互に相関すると仮定する場合→斜交回転

④最終的な因子分析

試行錯誤しながら分析を繰り返し、最終的な因子分析結果を決定

※データリンク（「東京書籍」で検索）15



SPSSによる演習（①各項目のチェック）
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SPSSによる演習（①各項目のチェック）
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SPSSによる演習（①各項目のチェック）
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SPSSによる演習（①各項目のチェック）
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SPSSによる演習（①各項目のチェック）
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SPSSによる演習（②初回の因子分析）
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SPSSによる演習（②初回の因子分析）
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SPSSによる演習（②初回の因子分析）
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SPSSによる演習（②初回の因子分析）
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SPSSによる演習（②初回の因子分析）
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SPSSによる演習（③回転）
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SPSSによる演習（③回転）
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SPSSによる演習（③回転）

28



SPSSによる演習（③回転）
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SPSSによる演習（③3回目の因子分析）
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SPSSによる演習（④因子分析後）
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SPSSによる演習（④因子分析後）
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SPSSによる演習（④因子分析後）
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SPSSによる演習（④因子分析後）
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